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論文要旨 :
本論文は,第 1章 序論,第 2章 実験課題の教科特徴と授業の条件,第 3章授業設
計 Ⅰ30分インス トラクション第 4章 授業設計Ⅱ web支援講義第 5章結論の構成と
なっている.
第 1章では,最近の日本の大学のユニバーサル化等の影響が,特に大学の理科系初年
度科目の履修上の諸問題の根底にあることを背景として指摘した.全体としては,各大
学で従来の授業レベルと入学者の知識レベル間に差が存在することを種々の調査結果
を引用して示した.東北大学においても,その差が学生独自の努力だけでは埋められな
いことを,著者が参加した調査の結果を他の調査結果と総合して示した.
東北大学が平成 16年度に開始した初年次学生向けの ｢自然科学総合実験｣は文部科
学省から平成 17年度の特色GPの指定を受けた優れた改革の取り組みであるが,学生ア
ンケー ト調査等をみると,個別の問題がないわけではなく,特にその課題 7｢光のスペ
クトルと太陽電池｣を,困難を感じたテーマとした回答が平均4割と他課題の平均 1割
程度に比べて突出していた.本研究ではこれに着目し,当課題を背景で述べた問題を抱
えた授業の事例と捉え,基礎知識レベルが不均等,つまり実験と密接に関連する高校物
理内容の既習者と未習者が混在するクラスでも,合理的な授業設計手法で授業改善の実
践を行えば,改善効果が得られるとの仮説のもとに,授業改善を目的に掲げ取り組んだ.
第 2章では,一般的実験授業の特徴と上記実験課題の特徴を示し,改善の手法を示し
た.第 3章で授業改善を提案し,具体的に実験直前 30分インス トラクション (以下,
講義と略記)の設計開発に取り組んだ.講義内容の精選と教授順序の策定においては,
ガニェが提唱した ｢学習の階層モデル｣を応用して,課題 7のための独自の知識点階層
を構築して用いた.この知識点階層の最下位点を決めるために履修者 (理科系学部一年
生)の高校理科科目の履修状況,本実験の履修実態,授業アンケー ト,担当教員等の見
解を収集分析し抽出した.得られた階層を基に,クラス全員の学習効果を最大限引き出
すために,実験に必須の内容を精選した全学生向けの実験直前 30分講義を設計開発し,
実践した.授業改善の具体的な成果として,同じ学生アンケー ト調査で,困難点は導入
後平均 2割 に減少し,後続セメスターで,本研究の独自調査の 12項目の大部分が前セ
メスターより半分程度に低下した.それぞれ,30分講義の導入の効果とその修正の効
果と判断した. 30分講義は学生の特性が異なると思われる学部でも,役に立つ度合い
には偏りがなく,ほぼ同じ支援を与える良好な授業であった.本講義の開発修正過程は
教員の支援のもなった.
さらに,第 4章では,より詳しい解説を求める学生に対して,いつでも自由にアク
セスできるWeb学習支援講義 (90分相当)を同様の方法で設計開発し提供した.講義
を閲覧した学生にとっては,役に立つ度合いが12調査項目の大部分で30分講義だけの
時の平均より5%～15%増加した.特にWeb支援講義がレポー トのデータ処理 ･解釈 ･ま
とめに役に立っており,レポー トを受け取る教員の聞き取りからも確認された.
なお,総合して,学習の階層モデル理論は本研究課題の改善-の応用において,相応し
い設計手法であることを確認できた.
5章では全体の考察を行い,本授業改善を実施して,本自然科学総合実験の中でも最
も難しい部類に入る ｢光のスペクトルと太陽電池｣の授業目標を履修者の大部分に達成
させることができた.
さらに.この研究事例から得られた知見は適用範囲や条件を考慮しつつ一般化できると
考え,その知見を以下の通りまとめた.
1. 実験授業で高い効果を収めるために,現象理解 ･説明のための土台となる基礎知
識 ･原理を十分に理解させることが重要であることが改めて示唆された.
2. その基礎知識･原理を効率よく学習させるためには,視覚化可能な学習の階層モデ
ルを用い,教員間で共有しつつ内容を選定,教授手順を策定することは有効な手法とし
て推奨できる.
3. 大学初年次実験教育における基礎知識の欠如･学力不足･学力格差問題の解消には,
良く設計された共通インス トラクションとWeb講義 (自学の予習･復習用)を組で学生
に提供することは一つの有効な授業手法となる.
以上のとおり,基礎知識不足や,実験と関連する高校内容の履修者と未履修者が一つ
のクラスに混在する状況の中で,高いレベルで授業改善を達成するために,授業設計の
視点から,改善の具体的な方法を提案し,それを関係教員と協力して実践し検証すると
いう本研究の目的を,学生の評価,教員の評価,そしてレポー トの質の面において十分
に達成したものと考える.さらに,成果を一般化して,他の理科実験授業等-も適用可
能な一つの授業 (改善)法が提案できたと結論した.
最後に,本研究がやり残した課題として,学生に予習としてWeb講義の閲覧を促すた
めの動機付けや適切な仕組み,そして,実験の目標を十分に達成できない学生への何ら
かの個別指導の仕組みの必要性を指摘して,本論文を締めくくった.･
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